
１　主な組織改正・定数補正

　

　

２　所属数・職員数（充て指導主事等を含む）の状況

４２６人 ４２８人程度

＜その他＞
　●県立学校の学校給食費を県の会計に組み入れる公会計制度を導入することで教職員の
　　業務負担の軽減等を図るため、高等学校課の担当を１名増員する。
　●旧高知南高等学校等の閉校後の施設の適切な管理と安芸高等学校清和校舎及び清水高
　　等学校の跡地利活用に向けた検討を行うため、学校安全対策課にチーフ（財産管理担
　　当）を新たに配置する。

　新たに策定する「第３期教育等の振興に関する施策の大綱」「第４期高知県教育振興基本計
画」に基づき、すべての子どもたちが「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を育むこと
ができるよう、学力向上や不登校対策等の教育施策を推進する体制を強化する。
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教育委員会事務局における主な組織改正・定数補正の概要 ＜令和６年４月１日付け＞

●若年教職員のメンタルヘルス対策を強化するため、学校訪問等により相談対

応を行う心理職（心理士等の専門職）を教職員・福利課に新たに配置する。

▶ 教育大綱・計画 「学校における働き方改革」、「チーム学校の推進・強化」、

「教員等の人材確保に向けた取組」の一体的推進

Point４ 学校における働き方改革の推進

●中山間地域の高等学校の魅力化を促進し、地元中学校や県外からの入学生増

加につなげるため、高等学校振興課の課長補佐を１名増員するとともに、担

当を１名増員する。

●県立高等学校の振興等に係る次期計画を策定するため、高等学校振興課の担

当を１名増員する。

▶ 教育大綱・計画 今後の社会を見据えた高等学校改革

Point３ 高等学校の魅力化推進及び振興等に係る次期計画の策定

●不登校等の児童生徒に対する多様な学びの場の確保や支援の充実に向けて、

不登校等に至る要因の分析やオンラインによる学習支援体制の整備、課題の

解決に向けた相談支援体制の強化を図るため、心の教育センターに多様な学

び・相談支援課を設置し、課長及び相談支援コーディネーター（会計年度任

用職員）を新たに配置する。

▶ 教育大綱・計画 重層的な支援体制の整備・強化による不登校対策の推進

Point２ 不登校等の児童生徒への支援体制の充実

●小中学校において、教員のＩＣＴ活用指導力の向上を図るとともに、ＩＣＴ

を効果的に活用した児童生徒主体の学びのモデルへの転換を推進するため、

小中学校課に企画監を新たに配置するとともに、チーフ（ＩＣＴ活用教育支

援担当）をチーフ（教育ＤＸ推進担当）に改める。

●県立学校において、授業づくりへの助言とＩＣＴ活用の推進を一体的に行う

ため、高等学校課に学校支援・教育ＤＸ推進室を設置し、担当を１名増員す

るとともに、ＩＣＴ授業アドバイザー（会計年度任用職員）を１名増員する。

▶ 教育大綱・計画 個別最適・協働的な学びの一体的充実に向けた、授業づくりの推進

Point１ 教育ＤＸの推進


